
神戸空港島におけるブルーカーボン創出プロジェクト

■プロジェクトの特徴
神戸空港島周辺では、延⾧約6.7kmにわたる大規模な浅場を人工的に構築したことで、

多様な海洋生物が生息し、豊かな生態系が育成・創出しています。
周囲の浅場には、シダモクやワカメなどの藻場が広範囲に繁茂しているほか、メバル

やスズメダイなど多くの魚類も確認されており、豊かな生態系を育む場となっています。
また、一年を通して豊富な魚種が釣れる人気の釣り場にもなっており、市民のレクリ
エーション空間としても寄与しています。
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■プロジェクトの概要
神戸市では、平成18年に開港した神戸空港島の造成に際して、周囲の護岸

を緩やかな石積みとし、太陽光が届く浅場を広範囲に構築したほか、人工的な
砂浜や磯浜などを配置することで、豊かな生態系の育成や環境の創造、市民が
親しみやすい水辺空間の整備を進めてきました。

メバル スズメダイ

空港島内の人工海浜では、ウミガメの保護活動が行われました。

護岸の一部は釣り場として開放され、多くの人々が訪れています。

水深3～5mの太陽光が届く浅場を形成

■2023年度の活動内容、今後の取組み
2022年度:Jブルークレジット認証、購入者公募
2023年度:藻場生息状況の経過観察
今後は引き続き、藻場の生息状況を計測するとともに、他エリアでの生息拡大に向け

た検討を行っていきます。


